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広報かつらぎ  令和5年（2023年）2月号 2

  ＝広報の表紙写真（イラスト）を募集します＝
町内の風景・人物などの作品を募集します。詳細
は町ホームページ、またはお問い合わせください。
【３月号締切令和５年２月６日（月）】
問い合わせ　企画公室秘書広報係（内線2008）

　かつらぎ町の基幹産業は、農業であると迷わず
答えていた時代がありましたが、昨今は胸を張っ
て基幹産業であるといえなくなってきました。そ
れは、農業従事者の高齢化に伴い、後継者がいな
いことから耕作放棄地が増えてきていることと、
それに伴う農業生産高も減少傾向にあるからです。
　一方で、製造業は隣の橋本市と比べて事業所数
こそ半分程度ですが、売上高では互角となってお
り、創業100年を超える企業も３社あることから
製造業が元気な街といえます。
　私の家は、代々果樹や野菜を栽培する農家で、
今も２ha以上の農地で柿やみかん、桃などの果
樹の他、玉ねぎなどの野菜を作っています。４年
前、高齢となってきた父のリタイヤに備え、若い
従業員を正社員として採用しました。個人農家な
がら、正社員を雇用したわけです。採用にあたり、
以前から週末だけバイトに来てくれていた青年と
話しをしました。結論は「農業は好きで職業とし
たいが、独立してやっていく自信がないので、雇
用してくれるならやってみる」とのことでした。

不安定な農業でも「サラリーマン」なら後継者と
なる人材がいるという事がわかりました。
　日本のカロリーベースでの食料自給率は約
38％となっており、主要先進国の中でも最低の
水準であることは周知の事実です。このことに危
機感を持ち、食料自給率を上げ、農業で暮らせる
国にならなければ、この国の未来はないと思いま
す。補助金などの小手先の農業支援では根本的な
解決とはならず、仕組みを変えるなど、抜本的な
対策が必要です。
　国連は2017年の国連総会において、2019年～
2028年を国連「家族農業の10年」として定め、
加盟国および関係機関などに対し、食料安全保障
確保と貧困・飢餓撲滅に大きな役割を果たしてい
る「家族農業」に係る施策の推進・知見の共有な
どを求めています。中間年にあたる本年、高齢化
が進む本町の農業の在り方について、しっかりと
対応を考えてまいります。
　　　　　　　　　かつらぎ町長　中阪　雅則
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令和４年分所得税の申告期間

2/16木
3/15水

　　　の確定申告、
町民税・県民税の申告は
期間内に提出しましょう！

所得税所得税所得税

　

役
場
お
よ
び
粉
河
税
務
署
で
は
、
次

の
と
お
り
申
告
相
談
会
場
を
設
け
ま
す
。

会
場
で
は
感
染
症
対
策
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、

申
告
相
談
会
場
に
ご
来
場
の
際
は
、
申

告
に
必
要
な
準
備
（
決
算
書
・
収
支
内

訳
書
な
ど
の
作
成
、
医
療
費
控
除
の
明

細
書
の
記
入
な
ど
）
を
事
前
に
済
ま
せ
、

で
き
る
だ
け
少
人
数
で
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

①
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
場
合
、

入
場
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

②
咳
・
発
熱
な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
や

　

体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は
、
入
場
を

　

お
断
り
し
ま
す
。

③
会
場
で
使
用
す
る
筆
記
用
具
や
計
算

　

器
具
な
ど
は
持
参
く
だ
さ
い
。

感
染
症
対
策

　

感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
、
自
宅
な

ど
で
の
申
告
書
作
成
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
…
確
定
申
告
書
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
作
成
・
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
っ
て
ス
マ
ホ
か
ら
も
で
き

ま
す
。

　

町
民
税
・
県
民
税
申
告
書
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
町
広
報
１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

期
間　
２
月
16
日（
木
）〜
３
月
15
日（
水
）

※
土
日
祝
除
く

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　

紀
の
川
市
商
工
会
館
（
粉
河
）

※
会
場
へ
の
入
場
に
は「
入
場
整
理
券
」

が
必
要
と
な
る
他
、
整
理
券
の
配
付
状

況
に
よ
り
、
早
め
に
受
付
を
終
了
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
税
務
署
出
張
相
談
会
場

期
間　
２
月
３
日（
金
）〜
２
月
９
日（
木
）

※
土
日
除
く

時
間　

午
前
９
時
半
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
午
後
４
時

場
所　

橋
本
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

粉
河
税
務
署
（
☎
０
７

３
６
―
73
―
３
３
０
１
）

申
告
書
の
自
宅
な
ど
で
の
作
成

期
間　
２
月
６
日（
月
）〜
３
月
15
日（
水
）

※
土
日
祝
除
く

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

防
災
セ
ン
タ
ー
１
階

※
２
月
６
日（
月
）〜
２
月
15
日（
水
）の

期
間
は
、
所
得
税
の
還
付
申
告
の
み
対

象
で
す
。

◆
地
区
申
告
相
談
会
場

日
程　

２
月
17
日（
金
）

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

花
園
支
所
１
階

役
場
申
告
相
談
会
場

　

申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
納
期
限
は
３
月
15
日（
水
）で
す
。

（
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
の
振
替
日

は
４
月
24
日（
月
）で
す
）

　

便
利
な
納
付
方
法
（
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

納
付
・
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
、
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を

使
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
納
付
な
ど
）
の
活
用

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
税
の
納
付

税
務
署
申
告
相
談
会
場

　

役
場
申
告
相
談
会
場
で
は
、
税
務
署

受
付
印
を
押
印
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
受
付
印
が
必
要
な
場
合
は
、
返
信

用
封
筒
（
宛
名
記
入
・
切
手
を
貼
付
し

た
も
の
）
を
持
参
（
税
務
署
で
押
印
後

郵
送
さ
れ
ま
す
）、
ま
た
は
税
務
署
申

告
相
談
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
の
控
え
に
税
務
署
受
付

印
が
必
要
な
場
合

問い合わせ
　税務課住民税係（内線2042・2046）
　粉河税務署（☎0736-73-3301）
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町からのお知らせ

国税庁公式
ホームページ
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町からのお知らせ

● 
不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ　

　

構
造　

木
造
瓦
葺
２
階
建

　
　

床
面
積　

１
階
88
・
74
㎡

　
　
　
　
　
　

２
階
69
・
44
㎡

　

附
属
建
物

　
　

種
類　

物
置

　
　

構
造　

木
造
瓦
葺
平
屋
建

　
　

床
面
積　

19
・
20
㎡

一
筆
一
棟
一
括
の
公
売
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
税
務
課

窓
口
に
「
公
売
財
産
の
明
細
」
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
売
却
決
定
日
時　

３
月
14
日（
火
）午

前
10
時
30
分
（
役
場
税
務
課
）

◆
買
受
代
金
納
期
限　

３
月
14
日（
火
）

午
前
11
時
30
分
（
役
場
税
務
課
）

◆
公
売
参
加
に
必
要
な
も
の

・
公
売
保
証
金

・
印
章

・
収
入
印
紙
２
０
０
円
（
入
札
者
が
営

　

利
法
人
ま
た
は
個
人
で
営
業
者
の
場

　

合
）

・
委
任
状
（
代
理
の
方
が
入
札
す
る
場

　

合
）

・
共
同
入
札
代
表
者
の
届
出
書
（
共
同

　

で
入
札
す
る
場
合
）

・
陳
述
書
（
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ

　

と
の
陳
述
）

・
資
格
証
（
宅
地
建
物
取
引
業
者
ま
た

　

は
債
権
回
収
業
の
営
業
許
可
を
受
け

　

て
い
る
方
は
、
そ
の
資
格
証
の
写
し

　
（
有
効
期
限
内
））

◆
注
意
事
項

・
公
売
財
産
の
明
細
を
ご
確
認
の
上
、

　

入
札
お
願
い
し
ま
す
。

・
落
札
し
た
方
は
、
上
記
の
買
受
代
金

　

納
付
期
限
ま
で
に
買
受
代
金
を
お
支

　

払
い
く
だ
さ
い
。

・
差
押
財
産
に
係
る
滞
納
町
税
が
納
付

　

さ
れ
た
場
合
な
ど
、
予
告
な
く
公
売

　

を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
中

　

止
し
た
場
合
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

そ
の
旨
掲
載
し
ま
す
が
、
更
新
が
遅

　

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情

　

報
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

不
動
産
の
公
売
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
当
日
詳
細
な
手
続
き
を
説
明

し
ま
す
の
で
、
経
験
の
な
い
方
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

公
売
期
日　

２
月
21
日（
火
）午
後
１
時

場
所　

和
歌
山
県
自
治
会
館
３
階
３
０

６
号
室（
和
歌
山
市
茶
屋
ノ
丁
２
―
１
）

公
売
方
法　

入
札

公
売
手
続
の
説
明　

午
後
１
時
〜
担
当

職
員
が
公
売
手
続
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
に
公
売
会
場
に
入
場
し
、
説

明
を
聞
い
た
上
で
入
札
し
て
く
だ
さ
い
。

保
証
金
納
付
期
限　

公
売
期
日
の
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
２
時
10
分
ま
で

入
札
時
刻　

午
後
２
時
〜
２
時
20
分

開
札
時
刻　

午
後
２
時
20
分

◆
公
売
財
産

⒈
所
在　

伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
柏

　

木
字
岡

　
　

地
番　

１
０
６
８
番
２

　
　

地
目　

宅
地

　
　

地
積　

２
４
２
・
13
㎡

⒉
所
在　

伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
柏

　

木
字
岡
１
０
６
８
番
地

　
　

家
屋
番
号　

１
０
６
８
番

　
　

種
類　

居
宅
・
物
置

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
徴
収
係
（
内
線
２
０
４
１
・
２
０
４
４
）

　償却資産とは、土地・家屋以外の事業
に用いる資産（構築物・機械・器具・備
品など）のことで、毎年１月１日時点で
所有している場合は、固定資産税の対象
になります。
　償却資産には土地・家屋のように登記
制度がないため、所有者が町に申告する
義務があります。税務課では申告状況、
内容について確認する場合がありますの
で、ご理解とご協力をお願いします。

［償却資産の例］
　事務機器、駐車場舗装、商品陳列ケー
ス、屋外電気設備、看板、太陽光発電シ
ステムなど

問い合わせ
税務課固定資産税係（内線2043）

● 令和５年度償却資産申告
　 を忘れていませんか？



まちのわだいまちのわだいまちのわだい

浦畑玲奈さん優勝、全国へ
　令和４年12月18日（日）、県立図
書館にて、「ビブリオバトル和歌山
県大会」が開催され、町代表として
出場した笠田中学校の浦畑玲奈さん
が和歌山県代表に選ばれました。
　この大会には、地方大会を勝ち抜
いた優勝者計18人が出場しました。
浦畑さんは、３月に「全国中学ビブ
リオバトル決勝大会」へ出場する予
定です。
　大会で浦畑さんが紹介した「残像
に口紅を」（筒井康隆著）は、図書館
にも所蔵しておりますので、ぜひご
利用ください。

県大会出場時の写真

町からのお知らせ
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　町が発注する建設工事、測量・建
設コンサルタントおよび物品・役務
などに係る「一般競争（指名競争）
入札参加資格審査申請」の受付を行
います。

受付時間　午前８時30分
　　　　　～午後５時15分
受付期限　２月28日（火）
　　　　　※土日祝除く

　詳細は、町ホームページ「事業者
向け・入札情報」に掲載しています。

問い合わせ
企画公室建築契約係（内線2011）

● 入札参加資格審査
　 申請書の受付開始

　広報および町の情報発信に関するアンケート
調査を実施します。
　ご協力よろしくお願いします。

回答期限　２月28日（火）

回答方法
次のいずれかの方法で回答をしてください。
①町ホームページのアンケート
　フォームから回答。
②アンケート用紙を入手（町ホ
　ームページまたは秘書広報係
　で配布）し、ファクス・郵送
　・持参にて提出。

問い合わせ
企画公室秘書広報係（内線2008）

● 広報・情報発信
　 に関するアンケート調査

アンケート
回答はこちら

ビブリオバトル和歌山県大会
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まちのわだいまちのわだいまちのわだい

消防出初式の開催

　１月８日（日）、総合文化会館大ホール
にて、かつらぎ町消防出初式が開催され
ました。消防活動に貢献された団員に表
彰を行い、来賓からご祝辞をいただきま
した。

受
賞
者 

《
敬
称
略
》

◆
５
年
以
上
在
職
退
団
者
感
謝
状

（
か
つ
ら
ぎ
町
長
・
県
消
防
協
会
総
裁
）

前
第
１
分
団　

額
田　

敦
男

前
第
１
分
団　

中
野　

髙
志

前
第
３
分
団　

木
村　

晴
彦

前
第
３
分
団　

楠
本　

真
人

前
第
３
分
団　

芝
崎　

郁
久

前
第
４
分
団　

錦
織　

弘
岳

前
第
４
分
団　

井
上
万
起
夫

前
第
６
分
団　

北
山　

克
美

前
第
７
分
団　

尾
上　

恵
一

前
第
８
分
団　

藤
上　

勝
海

前
第
８
分
団　

上
東　

秀
明

◆
20
年
勤
続
章

（
県
消
防
協
会
総
裁
）

第
５
分
団
部
長　

西
野　

賀
基

第
３
分
団
班
長　

西
浦　

友
英

第
８
分
団
班
長　

中　
　

紀
夫

　
　
　
　

班
長　

西
窪　

邦
夫

第
６
分
団
団
員　

南　
　

昌
秀

第
７
分
団
団
員　

中
井　

満

　
　
　
　

団
員　

日
浦　

禎
二

第
８
分
団
団
員　

中　
　

宣
行

◆
功
績
章

（
伊
都
地
域
消
防
協
会
会
長
）

第
１
分
団
部
長　

久
保　

貴
暢

　
　
　
　

部
長　

大
谷　

悦
夫

　
　
　
　

部
長　

仲
谷　

雅
弘

第
２
分
団
部
長　

森
本　

康
孝

　
　
　
　

部
長　

松
谷　

将
司

第
５
分
団
部
長　

奥
村　

真
也

第
６
分
団
部
長　

坪
井　

章
宜

第
３
分
団
班
長　

友
淵　

秀
樹

　
　
　
　

班
長　

北
澤　

友
希

第
５
分
団
班
長　

西
岡　

宏
倫

第
６
分
団
班
長　

城　
　

貴
彦

第
３
分
団
団
員　

田
中　

靖
章

第
６
分
団
団
員　

下
垣
内
泰
貴

◆
10
年
勤
続
章

（
伊
都
地
域
消
防
協
会
会
長
）

第
２
分
団
班
長　

北
山　

清
英

第
５
分
団
班
長　

辻　
　

信
宏

第
１
分
団
団
員　

中
野　

敏
文

第
６
分
団
団
員　

西
川　

源
之

第
８
分
団
団
員　

西
窪　

大
輔

◆
精
績
章

（
か
つ
ら
ぎ
町
消
防
団
長
）

第
４
分
団
分
団
長　

大
家　

敬
司

第
５
分
団
分
団
長　

堀　
　

憲
幸

第
２
分
団
副
分
団
長　

田
中　

和
美

第
４
分
団
副
分
団
長　

山
本　

悟

　
　

副
分
団
長　

窪
田　

浩
史

第
５
分
団
副
分
団
長　

森
田　

晋
司

　
　
　
　

部
長　

築
野　

寛

　
　
　
　

部
長　

中
本　

康
明

第
３
分
団
班
長　

西
浦　

友
英

第
８
分
団
班
長　

田
首　

和
彦

◆
消
防
操
法
出
場
選
手
感
謝
状

（
伊
都
地
域
消
防
協
会
会
長
）

第
８
分
団
分
団
長　

中
西　

弘
典

第
３
分
団
部
長　

斉
藤　

滋
芳

第
１
分
団
班
長　

宮
田　

郁
久

　
　
　
　

班
長　

向
井　

圭
司

第
４
分
団
班
長　

小
森　

圭
祐

第
５
分
団
班
長　

石
村　

隆
幸

第
１
分
団
団
員　

池
田　

修

第
６
分
団
団
員　

山
崎　

敏
英

　
　
　
　

団
員　

阪
中　

啓
太

　
　
　
　

団
員　

羽
矢　

淳
一
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まちのわだいまちのわだいまちのわだいまちのわだいまちのわだいまちのわだい

妙寺中学２年生が職場見学

　令和４年12月６日（火）、妙寺中学校２年生の生徒10人
が、授業の一環として、役場に事業所訪問に来ました。
　各部署を見学し、町長、教育長を訪問しました。最後は
役場の若手職員たちが、生徒たちの「仕事」に対するさま
ざまな質問に答えて授業は終了しました。
　将来、立派な社会人になってくれることを期待します。

四郷警察官立寄所の移転

　令和４年11月21日（月）、四郷警察
官立寄所が、道の駅「くしがきの里」
第二駐車場の国道480号沿いに移転し
ました。
　これにより、国道480号を利用する
方や、道の駅に立ち寄った方の目に触
れる機会が増えます。かつらぎ警察署
では、警察官が積極的に立ち寄り、こ
れまで以上に地域の皆さまが安全・安
心を感じることができるように運用し
ていく方針です。

新教育委員が
任命されました

　草田英嗣
氏の任期満
了に伴い、
新たに前田
文久氏が教
育委員に任
命されまし
た。
　任期は令和４年12月20日
から４年間です。
　草田英嗣氏は、８年間とい
う長きにわたり、教育委員と
して町教育行政に貢献されま
した。長い間ご尽力いただき、
ありがとうございました。

株式会社信濃路と災害時の協定締結

　令和４年12月19日（月）、株式会社信濃路（代表取
締役社長　西平都紀子様）と、「災害時における炊
き出し等の協力に関する協定」を締結しました。
　町では、災害時に温かい食事を提供することにつ
いて苦慮していましたが、株式会社信濃路様からの
協力申し出により、避難所などにおいて炊き出しな
どの支援を受けることができる体制が整備できまし
た。

前田氏

職場見学の様子

西平様と町長
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くらしの情報  INFO

人
権
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
福
祉
係

（
内
線
２
０
６
７
）

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

や
外
国
の
高
校
、
大
学
な
ど
に
入
学
・

在
学
す
る
子
ど
も
を
お
持
ち
の
家
庭
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　

子
ど
も
一
人
に
つ
き
３
５
０

万
円
以
内

金
利　

年
１
・
95
％　

※
母
子
家
庭
の

方
な
ど
は
年
１
・
55
％
（
令
和
４
年
11

月
１
日
現
在
）

返
済
期
間　

18
年
以
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

で
検
索
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
―
０
０
８
―
６

５
６（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）・
03
―
５
３
２

１
―
８
６
５
６
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価

格
に
関
す
る
不
服
を
審
査
決
定
し
て
い

ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
中
谷
政

紀
氏
が
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

任
期　

令
和
４
年
12
月
22
日
〜
令
和
７

年
12
月
21
日

お 

知 

ら 

せ

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」(

日
本
政
策
金
融
公
庫)

が
サ
ポ
ー
ト

　

１
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
よ
り

人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

〈
敬
称
略
〉

高
橋　

喜
章
（
再
任
）
笠
田
地
区

山
添　

健
治
（
新
任
）
笠
田
地
区

福
本　

陽
子
（
再
任
）
四
郷
地
区

任
期　

令
和
５
年
１
月
１
日
〜
令
和
７

年
12
月
31
日

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
法
務
局
と
連

携
し
て
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
や
、

人
権
侵
害
の
被
害
者
を
救
済
す
る
な
ど
、

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

　

令
和
４
年
12
月
12
日
か
ら
、
助
成
上

業
務
改
善
助
成
金
の
拡
充

限
額
の
引
き
上
げ（
30
人
未
満
）、
助
成

対
象
経
費
の
拡
充
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
申
請
期
限
が
３
月
31
日
ま

で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

業
務
改
善
助
成
金（
通
常
コ
ー
ス
）と
は

　

事
業
場
内
で
最
も
低
い
賃
金
の
引
き

上
げ
、
設
備
投
資
な
ど
を
行
っ
た
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
な
ど
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

※
令
和
４
年
９
月
１
日
か
ら
、
原
材
料

費
の
高
騰
な
ど
で
利
益
が
減
少
し
た
事

業
者
に
特
例
を
適
用
、
最
低
賃
金
が
低

い
事
業
者
へ
の
助
成
率
の
引
き
上
げ
な

ど
拡
充
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
室
（
☎
０
７
３
―
４
８
８
―

１
１
７
０
）・
業
務
改
善
助
成
金
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
―
３
６
６

―
４
４
０
）

プ
ア
ッ
プ
課
程
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日　

①
入
門
課
程　

４
月
12
日
〜

翌
年
２
月
14
日
の
第
２
・
４
水
曜
日

（
全
20
回
）

②
基
礎
課
程　

４
月
５
日
〜
翌
年
３
月

６
日
の
第
１
・
３
・
５
水
曜
日
（
全
25

回
）

③
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
課
程　

４
月
14
日

〜
９
月
８
日
の
第
２
金
曜
日
（
全
６

回
）

開
催
時
間　

①
・
②
は
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

③
は
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階

申
込
資
格

・
町
民
ま
た
は
本
町
に
通
勤
、
通
学
し

て
い
る
方

・
基
礎
課
程
は
平
成
26
年
以
降
の
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課
程
を
修
了
し

た
方

・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
課
程
は
入
門
課

程
・
基
礎
課
程
を
修
了
し
た
方

参
加
費　

３
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

　

※
入
門
課
程
の
み
）

定
員　

①
入
門
課
程　

20
人

②
基
礎
課
程　

20
人

③
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
課
程　

10
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
限　

３
月
10
日（
金
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉

課
福
祉
係
（
内
線
２
０
６
３
）

　

「
手
話
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

 

手
話
は
き
こ
え
な
い
人
の
言
語
（
こ

と
ば
）
で
す
。
き
こ
え
な
い
人
と
日
常

会
話
が
で
き
る
技
術
を
身
に
つ
け
る
た

め
、
入
門
課
程
、
基
礎
課
程
、
ス
テ
ッ

募　

集

令
和
５
年
度
か
つ
ら
ぎ
町
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座
受
講
生
募
集
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資
格

一
般　

18
歳
以
上
〜
34
歳
未
満
の
方

技
能　

18
歳
以
上
で
国
家
資
格
な
ど
を

有
す
る
方
（
資
格
等
に
よ
り
年
齢
上
限

は
53
歳
未
満
〜
55
歳
未
満
）

受
付
期
間　

１
月
10
日（
火
）〜
４
月
６

日（
木
）

試
験
日　

４
月
８
日（
土
）〜
23
日（
日
）

の
指
定
す
る
１
日

◆
幹
部
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

資
格

一
般
〈
大
卒
〉
22
歳
以
上
26
歳
未
満　

20
歳
以
上
22
歳
未
満
は
大
卒（
見
込
含
）、

修
士
課
程
修
了
者
は
28
歳
未
満
。

〈
院
卒
〉
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
修
士

課
程
修
了
者（
見
込
含
）。

受
付
期
間

第
１
回　

３
月
１
日（
水
）〜
４
月
14
日

（
金
）

第
２
回　

３
月
１
日（
水
）〜
６
月
15
日

（
木
）※
飛
行
要
員
除
く

試
験
日

一
次　

第
１
回　

４
月
22
日（
土
）・
23

日（
日
）※
23
日
は
海
・
空
飛
行
要
員
の

み
、
第
２
回
６
月
24
日（
土
）

二
次　

第
１
回
５
月
26
日（
金
）〜
６
月

１
日（
木
）第
２
回
８
月
１
日（
火
）〜
７

日（
月
）

三
次　
（
海
・
空
飛
行
要
員
の
み
）《
海
》

6
月
22
日（
木
）〜
26
日（
月
）《
空
》
７

月
15
日（
土
）〜
８
月
３
日（
木
）

※
記
載
内
容
に
つ
い
て
変
更
す
る
場
合

募
集
職
種
・
人
員　

介
護
員
・
１
人

受
験
資
格　

昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
、
ヘ
ル
パ
ー
２
級
ま
た
は
介

護
職
員
初
任
者
研
修
の
資
格
を
有
す
る

方
（
取
得
見
込
み
含
む
）。 

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
、
地
方
公

務
員
法
第
16
条
各
号
（
欠
格
条
項
）
に

該
当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
学
歴
な
ど
の
詐
称
が
発
見
さ
れ
た

場
合
は
、
採
用
を
取
消
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

試
験
日
・
試
験
方
法　

第
一
次
試
験
３

月
12
日（
日
）・
検
査

受
付
期
間　

２
月
１
日（
水
）〜
17
日

（
金
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
日
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
郵
送
に

よ
る
申
込
も
で
き
ま
せ
ん
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

養
護
老
人
ホ

ー
ム
国
城
寮
（
☎
０
７
３
６
―
32
―
１

３
２
１
）

養
護・特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

国
城
寮
職
員
募
集

◆
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付　

年
間
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

試
験
日　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
予
備
自
衛
官
補
（
男
子
・
女
子
）

が
あ
り
ま
す
。
変
更
事
項
は
お
問
い
合

わ
せ
ま
た
は
、
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協

力
本
部
橋
本
地
域
事
務
所
（
☎
０
７
３

６
―
32
―
０
７
４
４
）

シ
ョ
ン
き
の
か
わ
（
☎
０
７
３
６
―
33

―
２
９
０
０
）

自
衛
官
等
採
用
案
内

※新型コロナウイルス感染症の影響で内容の変更・延期・中止になる場合があります。

　

「
働
き
た
い
！
」
を
応
援
し
ま
す
。

（
相
談
・
利
用
無
料
、
秘
密
厳
守
）

 

就
労
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
る
無
業

の
方
に
、
寄
り
添
い
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
、
Ｐ
Ｃ

ラ
ー
ニ
ン
グ
、
職
場
体
験
・
見
学
な
ど
、

各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
、
就
労
を
目
指
し
ま
す
。

　

適
職
検
査
、
興
味
検
査
で
自
分
に
合

っ
た
職
種
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
履
歴

書
作
成
、
面
接
練
習
な
ど
、
就
職
活
動

を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

対
象　

15
歳
〜
49
歳
の
方
と
そ
の
家
族

開
所
時
間　

月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
※
祝
日
除
く

費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

相　

談

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

就
職
相
談

認知症や介護の相談・情報交換・勉強会

毎月第３木曜  午後１時～３時
かつらぎ町地域福祉センター２階

問い合わせ　健康推進課長寿社会係（内線6020）
かつらぎ町地域包括支援センター（☎22-2322）

※開催予定については、かつらぎ町地域包括支援
　センターへお問い合わせください。

日時・場所
「  認知症家族の会  」

マイナンバー休日窓口
※事前予約制

問い合わせ

２／26（日）9:00～15:00

　平日、役場開庁時間内でのマイ
ナンバーカードの申請・受取が難
しい方はお越しください。

住民福祉課住民係(内線2065)
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相談名 相談日 時間 場所 問い合わせ

町内事業者・住民の方
に対して、求人求職の
情報提供・あっせん

ひきこもり青年の
ための「居場所」

無料法律相談

ひきこもり相談会

よりみち親の会

ふくし何でも相談

13:30～15:30

19:00～21:00

13:30～15:30

8:30～17:15

13:00～17:00
（予約制）

13:00～16:00

2/13㈪、27㈪

2/1㈬、3/1㈬

2/3㈮、17㈮

月～金曜（祝日除く）

①2/7㈫
②2/14㈫
③2/21㈫
④2/28㈫

①かつらぎ町役場
②高野町役場
③橋本市役所消費生活センター
④九度山町ふるさとセンター
①笠田公民館佐野分館
②笠田東児童館
③かつらぎ総合文化会館

13:30～15:30
（先着順）

就職相談
①2/14㈫
②2/21㈫
③2/1㈬、22㈬

14:00～15:30

8:30～17:15

大谷地域交流センター
１階和室

ＮＰＯ法人よりみち
☎090-7093-9595

地域福祉センター

同上 同上

同上 同上

同上 同上

保健福祉センター
１階機能訓練室

社会福祉協議会
☎22-5222

健康推進課衛生係
内線6031

役場産業観光課
かつらぎ町
無料職業紹介所
（産業観光課内）
内線2103

産業観光課
商工観光係
内線2103

伊都振興局
企画産業課
☎0736-33-4909

日常生活上の困りごと
など幅広い相談に

理学療法士相談
自宅での自主リハビリや健康
体操の方法などでお悩みの方
消費生活相談
悪質な訪問販売や契
約・取引に関するトラ
ブルなどでお悩みの方

無料職業紹介所

月～金曜（祝日除く）
※電話相談や、訪問
相談も行っています

月～金曜（祝日除く）
2/8㈬11:30～鉄板焼き
2/10・24㈮女性居場所
2/14㈫小中高生居場所

2/1㈬※要電話予約

有　

料　

広　

告

●  有料広告募集中

１カ月 １万円

問い合わせ
企画公室秘書広報係（内線2008）

広告掲載サイズ（原寸大）
（縦50mm×横83mm）

相 談 窓 口

納期限
２月28日（火）

● 国民健康保険税　　　　第８期
● 後期高齢者医療保険料　第８期
● 介護保険料　　　　　   第６期

町税などの納付は便利で確実な口座振
替をご利用ください。

　 交際費の公表

弔慰
見舞い
お祝い
賛助
会費
その他

33,000円
―

119,010円
―
―

33,915円
185,925円

3件
―
6件
―
―
5件
14件

55,000円
―
―
―
―

61,500円
116,500円

5件
―
―
―
―
3件
8件計

11・12月分
町および町長
金　額 件　数 金　額 件　数

議会および議長
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お
な
か
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
７
ヶ
月

に
な
る
と
、
家
で
過
ご
す
と
お
な
か
に

負
担
が
か
か
る
の
で
管
理
入
院
に
な
り

ま
し
た
。
ぼ
く
達
が
生
ま
れ
る
ま
で
色

ん
な
こ
と
を
乗
り
こ
え
た
そ
う
で
す
。

特
に
ぼ
く
が
、
お
な
か
の
中
で
行
方
不

明
に
な
っ
た
事
件
は
、
今
で
も
お
母
さ

ん
は
思
い
だ
す
だ
け
で
苦
し
い
気
持
ち

に
な
る
と
言
い
ま
す
。
入
院
し
て
い
る

時
、
毎
朝
お
な
か
の
中
で
、
ぼ
く
達
が

元
気
に
し
て
い
る
か
心
音
を
聞
き
に
来

て
く
れ
る
看
護
師
さ
ん
が
、
急
に
あ
わ

て
だ
し
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
お
母
さ

ん
は
、
ぼ
く
が
お
な
か
の
中
で
確
認
で

き
な
い
こ
と
を
知
り
、
一
生
分
の
涙
を

だ
す
ぐ
ら
い
心
配
し
た
そ
う
で
す
。
色

ん
な
先
生
に
お
な
か
を
さ
わ
っ
て
も
ら

い
、
エ
コ
ー
で
も
探
し
て
や
っ
と
見
つ

か
っ
た
ぼ
く
は
、
お
な
か
の
一
番
す
み

の
背
中
の
近
く
で
い
た
そ
う
で
す
。
そ

の
後
も
一
日
で
も
長
く
お
な
か
の
中
で

育
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
予
定
日
ま
で
安

静
に
し
て
、
ぼ
く
達
は
無
事
に
生
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
は
長
い
入
院
生
活
で
た
く

　

お
母
さ
ん
は
、
自
分
の
た
ん
生
日
に

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
電
話
を
し
ま
す
。

「
お
母
さ
ん
、
今
年
も
大
き
な
病
気
も

せ
ず
、
元
気
に
た
ん
生
日
を
む
か
え
ら

れ
た
よ
。
ま
た
歳
を
１
つ
重
ね
る
こ
と

が
で
き
た
よ
。
私
を
生
ん
で
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
命

の
大
切
さ
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。

　

ぼ
く
は
、
双
子
の
弟
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
双
子
の
生
ま
れ
る
確
率
は
１

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
ぼ
く
の
よ
う
に
一
卵

性
の
双
子
は
１
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た

な
い
そ
う
で
す
。
ぼ
く
達
が
お
な
か
の

中
で
い
る
時
は
、
５
ヶ
月
で
「
も
う
す

ぐ
出
産
で
す
か
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ

る
位
に
な
り
、
６
ヶ
月
に
な
る
と
少
し

つ
か
れ
て
横
に
な
る
と
、
自
分
一
人
で

起
き
上
が
る
こ
と
が
出
来
な
い
大
き
な

さ
ん
の
人
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
と
言

い
ま
す
。
早
産
し
な
い
よ
う
に
24
時
間

ず
っ
と
点
滴
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い

人
や
、
光
な
ど
の
刺
激
を
う
け
な
い
た

め
に
、
真
っ
暗
な
部
屋
で
ベ
ッ
ド
か
ら

起
き
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
で
運
ば
れ
て
く
る
人
、
そ

れ
ぞ
れ
み
ん
な
、
か
か
え
て
い
る
問
題

は
色
々
だ
っ
た
け
ど
無
事
に
生
ま
れ
て

き
て
ほ
し
い
と
願
い
み
ん
な
お
な
か
を

な
で
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
お
母
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、

一
人
一
人
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
命

だ
と
、
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て

生
ま
れ
て
き
た
こ
と
、
今
生
き
て
い
る

こ
と
は
、
あ
た
り
ま
え
で
は
な
く
、
あ

た
り
ま
え
の
反
対
の
意
味
「
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。

　

命
の
大
切
さ
を
知
っ
た
ぼ
く
は
、
今

も
こ
れ
か
ら
も
一
日
一
日
を
大
切
に
生

き
、
今
度
の
ぼ
く
の
た
ん
生
日
に
は
、

「
ぼ
く
を
生
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
と
言
い
た
い
で
す
。

「 

命
の
大
切
さ 

」
大
谷
小
学
校
６
年　
　
　

　
　
　

森
本　

凌
生
さ
ん

小
学
生
の
部 
最
優
秀
賞

日時・内容・申込締切 会場・申込先
２／18（土）13：30～15：00
子どもから大人までみんなで楽
しく学ぼう手話講座
定員25人・２／４（土）締切
２／25（土）13：30～15：30
家事と育児は私の仕事？
地域で子育てトークサロン♪
定員25人・２／10（金）締切

笠田公民館
☎22-1004

大谷公民館
☎22-1644

日時・内容・申込締切 会場・申込先
３／４（土）10：00～11：30
子どもから大人までみんなで楽
しく学ぼう手話講座
定員20人・２／18（土）締切
３／10（金）19：00～20：30
怒り・イライラとの上手なつき
あい方講座
定員30人・２／24（金）締切

四郷公民館
☎25-0002

三谷公民館
☎22-2184

● 人権講座の開催 ご興味ある方は、ぜひご参加ください。
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問
題
を
解
決
し
た
の
が
床
下
に
か
く
れ

て
い
た
年
よ
り
の
母
親
だ
っ
た
の
だ
。

と
の
様
は
年
寄
り
は
役
に
立
た
な
い
、

い
ら
な
い
も
の
と
い
う
考
え
を
改
め
た

の
だ
っ
た
。
ぼ
く
は
こ
の
話
を
知
っ
て

な
ん
と
ひ
ど
い
こ
と
を
す
る
と
の
様
だ

と
思
っ
た
が
、
次
々
と
難
し
い
問
題
を

解
い
て
い
く
年
よ
り
の
母
親
の
知
恵
に

も
お
ど
ろ
い
た
。
た
と
え
、
働
け
な
く

な
っ
て
も
お
年
寄
り
に
は
経
験
と
知
識

が
あ
る
の
だ
。

　

日
本
は
高
齢
化
社
会
だ
。
日
本
の
65

才
以
上
は
総
人
口
の
約
28
％
で
お
よ
そ

３
人
に
１
人
が
65
才
以
上
だ
と
い
う
。

ぼ
く
が
住
ん
で
い
る
か
つ
ら
ぎ
町
で
も

２
０
２
０
年
の
総
人
口
は
約
１
万
６
６

５
０
人
で
、
そ
の
内
の
38
・
６
％
が
65

才
以
上
で
、
超
高
齢
化
の
町
だ
。
ぼ
く

の
お
父
さ
ん
が
小
学
生
の
と
き
は
４
ク

ラ
ス
あ
っ
た
ら
し
い
。
ぼ
く
が
小
学
校

の
と
き
は
１
ク
ラ
ス
の
と
き
も
あ
っ
た

の
で
、
そ
の
こ
と
か
ら
も
子
ど
も
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ぼ
く
の
家
の
周
り
も
お
年
寄
り
が
多

い
し
、
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
も
お
年
寄

り
が
多
い
な
と
感
じ
る
。
で
も
ぼ
く
は
、

民
話
の
中
の
と
の
様
の
よ
う
に
お
年
寄

り
が
〈
役
に
立
た
な
い
も
の
〉
だ
と
思

っ
た
こ
と
は
な
い
。
ぼ
く
の
祖
父
は
家

　

「
た
た
か
な
く
て
も
鳴
る
た
い
こ
を

持
っ
て
こ
い
。
」
こ
れ
は
日
本
に
古
く

か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
民
話
の
中
に
書

か
れ
て
い
る
問
題
だ
。
そ
の
民
話
と
は
、

「
う
ば
捨
山
」
と
い
う
も
の
だ
。
あ
ら

す
じ
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
あ
る
国

の
と
の
様
が
年
寄
り
は
役
に
立
た
な
い

か
ら
山
に
捨
て
て
こ
い
と
い
う
お
ふ
れ

を
出
す
。
あ
る
一
人
の
男
も
し
か
た
な

く
年
の
い
っ
た
母
親
を
山
に
捨
て
に
い

く
が
、
ど
う
し
て
も
捨
て
る
こ
と
が
で

き
ず
、
家
の
床
下
に
隠
し
て
一
緒
に
暮

ら
す
こ
と
に
し
た
。
あ
る
と
き
そ
の
国

が
と
な
り
の
国
か
ら
い
く
つ
か
の
問
題

を
と
か
な
け
れ
ば
国
に
せ
め
こ
む
ぞ
と

い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
。
そ
の
問
題
の

一
つ
が
「
た
た
か
な
く
て
も
鳴
る
た
い

こ
を
持
っ
て
こ
い
。
」
だ
っ
た
。
こ
の

の
近
く
の
遊
歩
道
の
草
木
を
、
一
年
中

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
き
れ
い
に
し
て
い
る
。

二
人
の
祖
母
は
料
理
を
つ
く
っ
て
く
れ

た
り
、
病
院
に
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
た

り
す
る
。
近
所
の
人
達
は
あ
い
さ
つ
を

し
て
く
れ
た
り
、
家
に
だ
れ
か
訪
ね
て

き
た
と
教
え
て
く
れ
た
り
も
す
る
。
周

り
の
高
齢
者
の
お
か
げ
で
ぼ
く
は
安
心

し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

た
ま
に
、
テ
レ
ビ
で
高
齢
者
へ
の
虐

待
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ス
で
は
介
護
施
設
で
の
虐
待
が

多
く
、
調
べ
て
み
る
と
家
族
か
ら
の
虐

待
が
は
る
か
に
多
い
こ
と
を
知
っ
た
。

虐
待
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
が

た
た
い
た
り
け
っ
た
り
す
る
身
体
的
虐

待
が
一
番
多
い
そ
う
だ
。
し
か
も
虐
待

を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の
８
割
の
人
が

認
知
症
だ
と
い
う
こ
と
も
知
っ
た
。
ぼ

く
は
介
護
を
し
た
こ
と
が
な
い
が
、
自

分
が
つ
か
れ
て
い
る
と
き
に
人
の
世
話

を
す
る
の
は
大
変
だ
と
思
う
。
つ
い
、

暴
言
を
は
い
て
し
ま
う
気
持
ち
も
分
か

る
気
が
す
る
が
暴
言
も
虐
待
に
な
る
の

だ
。
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
世
話
が
必

要
な
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
家
族
も
大

き
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。

　

高
齢
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い

く
町
の
た
め
に
、
僕
た
ち
が
で
き
る
こ

と
も
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
簡
単
な
こ

と
は
、
地
域
の
お
年
寄
り
に
元
気
よ
く

挨
拶
を
す
る
こ
と
だ
。
い
つ
も
声
を
か

け
て
く
れ
る
近
所
の
人
達
に
も
、
挨
拶

さ
れ
て
か
ら
返
す
の
で
は
な
く
、
自
分

か
ら
挨
拶
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
。

　

次
に
、
自
分
達
が
学
校
生
活
を
精
一

杯
一
生
懸
命
頑
張
る
こ
と
だ
。
勉
強
は

も
ち
ろ
ん
、
部
活
動
や
学
校
行
事
な
ど

に
つ
い
て
熱
心
に
取
り
組
む
姿
も
、
地

域
に
元
気
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
一

つ
の
方
法
だ
。

　

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
が
、
た
っ
た
一
つ

の
命
を
も
っ
た
人
間
だ
。
そ
ん
な
人
間

を
虐
待
す
る
こ
と
は
、
誰
も
幸
せ
に
な

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
で
は
ど
う

し
て
い
け
ば
い
い
の
か
。
僕
達
も
真
剣

に
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。
最
初

に
の
べ
た
よ
う
に
、
た
と
え
働
け
な
く

な
っ
て
も
、
お
年
よ
り
に
は
経
験
と
知

識
が
あ
る
。
で
き
な
い
こ
と
が
増
え
た

と
い
っ
て
も
、
一
人
の
人
間
と
し
て
尊

重
す
る
こ
と
が
、
み
ん
な
い
き
い
き
と

く
ら
し
て
い
く
た
め
に
何
よ
り
も
必
要

な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「 

高
齢
者
が
い
き
い
き
と

　
　
　
　
　

暮
ら
す
た
め
に 
」

笠
田
中
学
校
１
年　
　
　

　
　
　

松
下　

周
平
さ
ん

中
学
生
の
部 
最
優
秀
賞
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PicUp!PicUp!PicUp! 新着図書

図書館
だより
2月の休館日
6・13・20・27

開館 9:00～17:00
☎22-0303

お
ば
け
の
ア
ッ
チ
と
ね

ず
み
の
チ
と
キ
が
大
ゲ

ン
カ
！
？

「おばけのアッチ　チとキがいない！」
角野　栄子（作）
佐々木　洋子（絵）

児童書

そ
の
陰
に
は
、写
楽
を
支

え
た
あ
る
一
人
の
女
が
い

た―

。

一般書

「写楽女」
森　明日香（著）

一般書

「ミッドナイト・ライブラリー」
マット・ヘイグ（著）

く
す
っ
と
笑
え
て
、
じ
〜

ん
と
泣
け
る　

お
く
る
ひ

と
、
の
こ
す
ひ
と
、
み
ん

な
の
ゆ
い
ご
ん
百
景
。

一般書

「ゆいごん川柳」
日本財団遺贈寄付サポートセンター（編）

「あずきがゆばあさんととら」
パク　ユンギュ（文）
ペク　ヒナ（絵）

児童書
日
本
最
古
の
マ
ン
ガ
は

こ
ん
な
に
楽
し
い
！

そ
の
図
書
館
に
は
〝
選
ば

な
か
っ
た
人
生
〞
が
待
っ

て
い
た
。

「これが鳥獣戯画でござる」
結城　昌子（構成・文）

児童書

●
大
人
が
楽
し
む
お
は
な
し
会

　

大
人
向
け
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。
忙
し
い
日
常
を
は
な
れ
て

心
休
ま
る
温
か
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
一
番
身
近
で
大

切
な
存
在
で
あ
る
家
族
で
す
。
色
々
な

家
族
の
姿
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
25
日（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

場
所　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館　

３

階
研
修
室

対
象　

中
学
生
以
上　

30
人
程
度

入
場　

無
料　

申
込
方
法　

２
月
５
日（
日
）
か
ら
図

書
館
で
配
布
す
る
整
理
券
が
必
要
。

●
長
谷
川
義
史
さ
ん
講
演
会
「
絵
本
で

こ
ど
も
た
ち
に
つ
た
え
た
い
こ
と
」

　

絵
本
作
家
の
長
谷
川
義
史
さ
ん
を
お

招
き
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
制
作
秘
話
、

ウ
ク
レ
レ
弾
き
語
り
、
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
織
り
交
ぜ
、
楽
し
く

笑
っ
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
ホ
ロ
リ
と
す
る
お

話
を
展
開
し
ま
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
ほ
っ
こ
り
楽
し
め

る
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時　

２
月
23
日（
木
・
祝
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

場
所　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館
Ａ
Ｖ

ホ
ー
ル

入
場　

無
料

申
込
方
法　

１
月
29
日（
日
）
か
ら
図

書
館
で
配
布
す
る
整
理
券
が
必
要
。

お 

知 

ら 

せ

韓
国
の
小
学
校
の
教
科

書
に
載
っ
て
い
る
面
白

い
話
！

長谷川義史さん
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２月のスケジュール
2/3・10（金） 9:00～11:30 
おめでとうコーナー
対象：誕生月の未就園児
誕生日の記念に手形または足形を残しませ
んか？（毎月第１・２金曜日）
持ち物：タオル・ウェットティッシュ

子育て支援センター「はぐくみ」
開館：月～土曜日（祝日除く）
時間：9:00～ 12:00
　　　13:00～ 16:00
　　　※土曜は午前中のみ
場所：かつらぎ町保健福祉センター１階
問い合わせ　内線 6013・080-8317-3788

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センターからのお知らせ
…………………………………………………………………………

いつで
も

遊びに
きてね

※イベントについては新型コロナウイルス感染拡
　大防止のため、変更となる場合があります。

　子育て支援センターには、
ブロックや手作りおもちゃ
がたくさんあります。
　おおきい子になると、ブ
ロックのカゴが空になるく
らい高く積んだり、イメー
ジを膨らませて色を変えた
りして、遊んでいます。
　一歳前後の子は、長いチ
ェーンの手作りおもちゃが
お気に入りで、ケースから
出したり入れたりして、集中
して遊んでいます。
　年齢にあったおもちゃが
多数ありますので、ぜひ遊
びにきてくださいね。
　スタッフ一同お持ちして
います。

2/20（月）10:00～11:00
赤ちゃんクラブ「よちよち」
赤ちゃんとお母さんのふれあいの場。
内容：「ポットン落としをつくろう」
定員：６人　要予約：２/６(月)～

2/22（水）10:00～11:00
なかよし広場
子育て講座や親子でふれあう交流の場。
内容：「おなかゼッコー腸教室」
定員：６組　要予約：２/８(水)～

子育てに
　悩んでいませんか？
お気軽に
　ご相談ください。

文
芸
の
窓

俳　

句

2/9（木）10:00～11:00
わくわく広場
製作など楽しい活動の場。
内容：「おひな様をつくろう」
定員：６人　要予約：１/26(木)～

寒
に
耐
へ
紅
く
膨
ら
む
も
の
の
あ
り　
　
　
　
　

前
尾
五
月
夫

農
機
具
の
試
運
転
し
て
春
を
待
つ　
　
　
　
　
　

谷
岡　

清
灯　

ぼ
ん
や
り
と
た
だ
ぼ
ん
や
り
と
冬
籠
り　
　
　
　

前
田
冨
美
子

春
寒
し
大
仏
殿
の
柱
に
穴　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口　
　

城

読
み
返
す
句
の
推
敲
や
日
脚
伸
ぶ　
　
　
　
　
　

中
畑　

隆
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
麦
句
会
）

短　

歌

皆
集
う
一
年
一
度
の
薬
師
堂
老
い
ゆ
く
吾
も
祈
る
去
年
今
年  　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
岡　

潤
子

カ
レ
ン
ダ
ー
四
季
折
々
の
風
景
を
部
屋
に
飾
り
て
一
人
旅
す
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
前　

洋
子

実
生
な
る
万
両
赤
く
色
づ
き
て
年
の
瀬
の
庭
賑
や
か
に
な
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
田　

重
子

マ
ス
ク
し
て
声
を
か
け
れ
ば
人
違
い
あ
な
た
の
笑
顔
に
早
く
会

い
た
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
澤
三
重
子

選
ば
れ
し
「
戦
」
の
文
字
に
浮
か
び
来
る
真
珠
湾
攻
撃
吾
八
才　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
部
屋
昌
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
笠
田
短
歌
サ
ー
ク
ル
）



　妊娠中から子育て期に関する相談に応じます。
保健師が常駐していますので、お気軽にご利用
ください。
時間  8:30～17:15  場所  保健福祉センター２階

問い合わせ  健康推進課衛生係（2054・2059）

　新型コロナウイルス感染症対策のため、園庭開放
を利用する方は、事前予約をお願いします。自宅で
検温をした後、ご来園ください。大人はマスク着用
をお願いします。予定を変更する場合があります。
町ホームページをご確認ください。

● 子育て世代包括支援センター
　（SUKU²）

● 育児サークル（10:00～11:00） ● 園庭開放

問い合わせ　聖心幼稚園（☎22-1336）
　　　　　　三谷こども園（☎23-3730）
　　　　　　佐野こども園（☎22-6260）

園名 日程 時間
2/14（第２火曜）
2/21（第３火曜）
2/3（金）

三谷こども園
佐野こども園
聖心幼稚園

9:30～10:30
9:30～10:30
9:30～11:00

日程 サークル名 場所
2/17（金） 笠田育児 笠田ふるさと交流館
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となる場合があり
　ます。詳細は、衛生係までお問い合わせください。
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2月 保健カレンダー 場所／保健福祉センター
問い合わせ　健康推進課衛生係（内線2054・2059）

※母子手帳、バスタオルを持参してください。
※乳幼児健診・健康相談では受付時間を個別に通知します。
※新型コロナウイルス感染症の動向により、内容などを
　変更する場合があります。その際は対象者に個別に通
　知します。
※警報発令時、午前中の健康相談・教室は午前8時半の
　時点、午後の健診・教室は午前11時の時点で警報が
　発令されていれば中止とします。ご不明な点はご連絡
　をお願いします。

////来られる際のお願い////
・風邪の症状や熱がある、新型コロナウイルス感
　染者と濃厚接触、ご家族に感染の疑いのある方
　がいる場合は受診を見合わせてください。
・受付前に検温を行います。できる限りマスク着
　用と、手指消毒をお願いします。
・できる限り、兄弟祖父母等の同伴はご遠慮ください。

身体計測・医師による診察・発
達観察・育児相談・離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・
離乳食指導・歯科指導

身体計測・発達観察・育児相談・
食事指導・歯科指導

身体計測・医師による診察・歯科
医師による歯科検診・発達観察・
食事指導・歯科指導

助産師による母乳相談、栄養士
による離乳食相談など

ふれあい遊び・手遊び・絵本の
読み聞かせ

ふれあい遊び・子守唄・絵本
の読み聞かせ・ペープサート・
ブックスタート事業による絵
本のプレゼント

事業名 日　時 時　間 対　象 内　容

４か月・６か月児
健康診査

１歳６か月児
健康診査

10か月児健康相談

2/27㈪

2/21㈫

2/10㈮

3/10㈮

2/1・15㈬

3/1㈬

2/1㈬

2/9㈭

3/9㈭

2/6㈪

3/6㈪

13：30～
15：00

13：30～

10：00～

令和４年８・10月生まれ

受付時間は
個別に通知

令和３年６・７月生まれ

乳児を持つ保護者と妊婦

令和４年７月生まれ

令和４年２月生まれ

令和４年３月生まれ

令和４年３月生まれ

令和４年４月生まれ

令和２年12月生まれ

令和３年１月生まれ
２歳児健康相談

子育て広場
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」
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かつらぎ町
ホームページ

かつらぎ町
LINE登録

かつらぎ町の人口
（12月末日現在）

15,915人（前月比－15人）　男 7,552人　女 8,363人　世帯数 7,171世帯
出生 6人　死亡 30人　転入 30人　転出 21人
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：
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こんにちは

1月12日の４か月健診に
来られた赤ちゃんを
ご紹介します♪

赤ちゃん

あおちゃんかいちゃん

いおりちゃん そうごちゃん

第２2回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会

かつらぎ町選手団
団　長　　中阪　雅則（町長）
監　督　　清水　大幹（妙寺小教諭）
コーチ　　北山　大輔（妙寺中教諭）、西部　晃司（笠田中教諭）
　　　　　楠本　龍三（大谷小教諭）、森田　充暁（笠田小教諭）
　　　　　髙木　　一（渋田小教諭）
強化選手（小学生の部）
坂井　七惺（妙寺小学校６年） 城向　亮斗（妙寺小学校６年） 濵中　琉那（妙寺小学校６年）
石原　虎和（笠田小学校６年） 林　　花慧（笠田小学校６年） 森本　凌生（大谷小学校６年）
森本　竜生（大谷小学校６年） 池田　都禾（妙寺小学校５年） 上林あおば（妙寺小学校５年）
田中　華乃（妙寺小学校５年） 西平　綾花（笠田小学校５年） 美馬　利音（笠田小学校５年）

強化選手（中学生の部）
田村　海斗（妙寺中学校３年） 木村　光寿（古佐田丘中学校３年） 櫻本　貴裕（古佐田丘中学校３年）
池田亜早基（妙寺中学校２年） 高家　唯斗（妙寺中学校２年） 吉田　彪牙（妙寺中学校２年）
西浦ひなた（笠田中学校２年） 雪谷　政宏（笠田中学校２年） 眞田　凉花（妙寺中学校１年）
田中　菜乃（妙寺中学校１年） 田村　希愛（妙寺中学校１年） 平原　瑠夏（妙寺中学校１年）
松下　晟也（妙寺中学校１年） 山本妃良里（妙寺中学校１年） 浦畑　佑奈（笠田中学校１年）
美馬　花音（笠田中学校１年）  　　　　　　　　　　 ※強化選手が変更になる場合があります

「かつらぎ町選手団結成」
　２月12日（日）に開催する
「第22回和歌山県市町村対抗
ジュニア駅伝競走大会」（紀
三井寺公園陸上競技場～県庁
前　10区間　21.1㎞）に出場
するため、町内在住の小中学
生から選抜された選手を中心
に「ジュニア駅伝かつらぎ町
選手団」が結成されました。
選手たちは監督・コーチなど
の指導のもと連日練習を行い、
大会に臨むことになります。
皆さまのご声援をよろしくお
願いします。

写真上）選手団集合写真、写真下）練習風景
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